
学校だより学校だより
新入生７１名の皆さん

ご入学おめでとうございます
４月８日（土）令和５年度三川中学校第６６回入学式が行われました。

緊張しながらも、堂々と入場する姿や呼び上げの時の返事の様子から、これからの中学校生活を頑張ろうと

いう気持ちが伝わってきました。新入生７１名を迎え、全校生徒２０２名での生活がスタートしました。先輩

達の伝統を引き継ぎなら、一人ひとりの力を合わせ、よりよい三川中学校を創っていきましょう。

新入生の保護者の皆さま、お子様のご入学おめでとうございます。感染症への対応は変わりつつあり

ますが、保護者の皆さまのご理解・ご協力のおかげで、あたたかい雰囲気の中、入学式を無事終えるこ

とができました。ありがとうございました。

《入学式・仲間入りの言葉 新入生代表 成澤芽生さん》

若い草の芽がのび、桜の咲き始めた春らんまんの今日、私たちは入学

の日を迎えことができました。本日は、このようなすばらしい式を行って

いただき、ありがとうございます。

真新しい制服に身を包み、青々とした芝生に覆われた立派なグラウンドを眺めながら登校しま

した。そして、昇降口の美しいステンドグラスをくぐったとき、ああ、今日から三川中の一員な

んだと強く感じて、うれしさを覚えると同時に、身の引き締まる思いがしました。

さて、三川中では、生徒主体の三大行事があるそうですが、私はその中でも、特に運動会に心

ひかれます。力や気持ちがぶつかり合う白熱した競技、観ている人に元気を与える息の合ったダ

ンスは中学生らしさ全開で、参加できると思うと、今からわくわくします。この行事のように、

中学校では、今まで以上に自主性や自立ということがキーワードになってくると思います。また、

新しい教科が増え、学習内容がぐっと難しくなり、部活動に参加するなど、小学校とは違う面や

レベルアップする面がたくさんあります。期待や希望がある一方で、正直、心配や不安もありま

す。ですから、一生懸命取り組んでいる先輩方を見習い手本としたり、新しい仲間たちと協力し

切磋琢磨したりしながら、一歩ずつしっかりと進んでいこうと思います。そして、今から始まる

３年間で、より自立した人になり、今しかできないことを精一杯楽しんで、充実した中学校生活

にしたいです。

先生方、先輩方、私たちは、この伝統ある三川中学校にふさわしい生徒となるよう一人一人が

んばっていきますので、温かく、時には厳しくご指導くださいますよう、お願い申し上げます。
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《入学式・歓迎のことばより》 生徒代表 生徒会長 成澤実莉さん

心地よい春風香る季節となり、暖かな日差しが校舎を照らすようになりました。

７１名の新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。在校生を代表し、心より歓迎申し上

げます。

私達は、皆さんと一緒にこの三川中学校で過ごせることをとても楽しみにしていました。皆さ

んは入学の日を迎えた今、どんな気持ちを抱いているでしょうか。これから始まる新たな生活に

わくわくしている人、初めての世界に心配や不安を抱く人。様々な気持ちを抱き、この場にいる

と思います。私も2年前、皆さんと同じような気持ちで中学校生活をスタートしました。はじめは

誰だって慣れない環境での生活に不安を抱くのは当然だし、皆一緒です。安心して下さい。

三川中の学習・行事・部活動について紹介します。中学校での学習は、小学校の時に比べて内

容が難しく、授業の進むスピードも速いです。日々の授業を真剣に取り組みましょう。そして三

川中では、授業での学び合いを大切にしています。友達同士で分からないところを教え合ったり、

一緒に解いたりすることで理解がより深まります。皆さんも積極的に学び合いをし、学習への意

欲を高めていきましょう。また、日々の積み重ねが試される定期テストが学期ごとに行われます。

自分の為になる学習を心がけ、頑張りましょう。

三川中には、校内駅伝大会、大運動会、合唱祭といった三大行事があります。楽しみにしてい

る人も多いのではないでしょうか。仲間と共に一つのものを作り上げる楽しさや達成感を味わえ

ることは、行事ならではの魅力です。学年関係なく協力したり、本気で競うことで団結力が深ま

ります。皆で絆や団結力を深め合い、思い出に残る行事を作り上げましょう。

中学校では部活動が始まります。何の部活に入ろうか、今から楽しみにしている人もいると思

います。どの部活も、それぞれの目標に向かって日々練習を頑張っています。技術面以外にも、

礼儀や仲間の大切さなど多くのことを学べる場でもあります。同じ目標に向かって頑張る仲間と

支え合ったり、互いに刺激し合い自分自身を高められたりする、これが部活動の良さだと思いま

す。部活動紹介や見学を参考に、ぜひ３年間続けられる部活動をじっくり選んで下さい。

新入生の皆さん。これから始まる新たな生活の中で、やはり大変なことも多くなると思います。

そこで、皆さんに覚えていて欲しいことがあります。それは「大変な時こそ大きく変われる時」

ということです。自分には無理と思うことがあっても逃げずに少しずつ頑張れば、レベルアップ

した自分に変わることができます。ですから、失敗を恐れず何事にも挑戦する気持ち、最後まで

諦めない気持ちを大切にして欲しいと思います。

今日から皆さんは、いよいよ三川中の仲間です。困った時や分からないことがある時には、い

つでも気軽に私達や先生方を頼って下さい。中学校生活の３年間は、あっという間です。目標を

持って充実した３年間にしてください。進むスピードはゆっくりでもいいし、時には立ち止まっ

て考えてもいい。一歩一歩、自分のペースで進めば、いつかは必ずゴールにたどり

着くことができます。これから三川中生として、私達と共に歩んでいきましょう。

《入学式・校長式辞より抜粋》

中学校は、自分で考え行動する場面が多く、それぞれの状況や情報を基にして、自分自身で判断する力が求め

られます。夢や目標に向かって成長できるチャンスの三年間にしてほしいと思います。私からは、皆さんが中学

校生活を送っていくうえで期待することについて二つお話しします。一つ目は、「これまでの経験にこだわらず、

色々なことにチャレンジしてほしい」ということです。皆さんはこれまでも様々なことにチャレンジしてきたと

思います。うまくできたこともあれば、もしかしたらうまくできなかったこともあったかもしれません。そのよ

うな経験全てが間違いなく、皆さんの成長につながっています。何よりも、みなさんには、自分では気づいてい

ない可能性や力がたくさんあります。やる前から結果を考えたり、出た結果に一喜一憂したりせず、どんなこと

にも進んでチャレンジしてください。二つ目は「それぞれの個性を大切にしてほしい」ということです。学校生

活をおくっていると、どうしても他の人と違っていることを気にしたり、他の人と同じ方が安心だと考えたりし

がちです。しかし、そもそも人はそれぞれ、性格や考え方が異なる存在です。その、人と違う点が皆さんの長所

につながる可能性があります。是非、人と違うことを気にすることよりも、自分のよいところをどのように伸ば

していくのかを大切にしてください。また、自分の個性だけではなく、仲間や他の人の個性をも大切に思って下

さい。色々な人とかかわることは、自分の考えの幅を広げ、豊かにしてくれます。自分の知らない自分を発見す

るチャンスにもなると思います。


